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○ はじめに 

 

 みなさんは、今学んでいる数学が生活の中でどのように生かされている

か、考えたことがありますか？それらの数学はなぜ生まれ、どのように発

展してきたのでしょう？ 

 

 

 

 今回は、古代インドにおいて必要とされてきた、数学の一部を紹介して

いきたいと思います。 

 

 
◎ シュルバスートラ（Sulba Sutra）について 
 
シュルバスートラは今日伝えられている古代インドの文献群の１つ

に数えられます。古代インドのアーリア人は祭式儀礼を彼らの生活の

中心に置いていました。「シュルバ（Sulba）」とは、「縄」または「綱」、
「スートラ（Sutra）」とは「経典」を意味します。シュルバスートラ
の内容は、祭りにおける縄を用いた祭壇設営を主題とするものです。 

 
今回使用するものは「アーパスタンバ・シュルバスートラ」と呼ば

れるもので、成立はおよそ紀元前５世紀頃とみられています。 
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１、基本図形の作成 

 

 

● 以下を読んで、指示されている図形を描いてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 図形DEGFは何でしょうか？ 
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 =AB      =  
 

 =BD      =  
 

 =AD      =  

 

 

● AB、BD、ADはどのような関係になっているでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

  これは・・・ 
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 （１）は 

(2) (1)  

 

 

と同じ内容を表している文章です。 

 

  また、（２）のような数の組を 

 

 

 

と言います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● この図形の作図法でなにか疑問点や感じたことはありませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・この図形の作成法で、祭りの際の基本祭場Sala などが作成されます。 
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２、マハー・ヴェーディ（Mahavedi）の作成 

 

 次に示すマハー・ヴェーディは祭りにおける第２祭場で、大きな祭りで

は主要行事のほとんどがここで行われるほど大切な場所です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24 3630 

 

 

● マハー・ヴェーディの作成方法を考えて見ましょう。 

  古代の人はどのような作成方法を考えていたのでしょうか？ 

 

＊ポイント＊ 

・まず、東西中心線（背骨線）を引きます。この長さを36とし、全体の

長さの基準にします。 

・古代インドの人々は異なるピタゴラス数の組み合わせを用いた数通りの

方法を考えていました。 → ピタゴラス数を見つけてみましょう！ 
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例： 

 

 

 

 

 

 

 

      他にどのような方法が考えられますか？ 

 

 

 

○ 次回 

 

マハー・ヴェーディ作成法の確認と、世界の三平方の定理、ピタゴラス

数についてみていきたいと思います。 
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